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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】無線通信ネットワークにおいて、アプリケーシ
ョンおよびデータのエンドユーザー意見を収集するため
のシステム、方法、およびコンピュータープログラムを
提供する。
【解決手段】サーバー１１２は、製品を購入し無線装置
１０６にソフトウエアアプリケーションおよび／または
データをダウンロードしたエンドユーザーを識別し、所
定期間使用した後で、ユーザーへのアンケートおよび調
査を積極的に送信することにより意見データを収集し、
ユーザーがアンケートおよび調査に記入した後に、アン
ケートと調査をサーバー１１２に返送する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　下記を具備する、無線通信ネットワーク上の無線装置のエンドユーザーから意見を収集
するシステム：
　無線通信ネットワーク；
　無線通信ネットワークと通信する無線通信装置、エンドユーザーが所定の期間ソフトウ
エアアプリケーションを使用した後に前記無線通信装置はエンドユーザー意見を収集する
、前記意見は、前記無線通信装置によって前記無線通信ネットワークに送信される；およ
び
　前記無線通信ネットワークと通信するサーバー、前記サーバーは、前記無線通信ネット
ワークから前記エンドユーザー意見を受信するアプリケーションを実行する。
【請求項２】
　前記無線通信装置はアプレットを用いてエンドユーザー意見を収集し、前記サーバーは
、登録手続きの期間に前記アプレットを前記無線通信装置に送信する、請求項１のシステ
ム。
【請求項３】
　前記無線通信装置は、前記エンドユーザーが意見を供給する前記サーバーからソフトウ
エアアプリケーションを選択し、受信する請求項２のシステム。
【請求項４】
　前記無線通信ネットワークは、前記ソフトウエアアプリケーションを前記無線通信装置
に送信するとき前記アプレットを前記無線通信装置に送信する、請求項３のシステム。
【請求項５】
　前記サーバーは、エンドユーザー意見のレコードデータベースをさらに具備する、請求
項１のシステム。
【請求項６】
　下記を具備する、無線通信ネットワークを用いてエンドユーザーから意見を収集するシ
ステム：
　無線通信ネットワークと通信するための無線通信手段；および
　前記エンドユーザーが所定期間ソフトウエアアプリケーションを使用した後にエンドユ
ーザー意見を収集するエンドユーザー意見収集手段。
【請求項７】
　前記収集したエンドユーザー意見を記憶するための記憶手段をさらに具備する、請求項
６のシステム。
【請求項８】
　下記ステップを具備する、無線通信ネットワーク上の無線装置を用いてエンドユーザー
から意見を収集する方法：
　無線通信装置を無線通信ネットワークに登録する；
　前記無線通信装置からの識別情報を前記無線通信ネットワークに送信する；
　前記無線通信ネットワークからのデータを前記無線通信装置に送信する、前記データは
少なくともアンケートを含み、前記データは、前記無線通信装置の第１の登録手続きの期
間に送信される；
　ディスプレイスクリーン上でエンドユーザーにアンケートを促す；
　前記エンドユーザーから意見を収集する；および
　前記無線通信装置からの前記意見を前記無線通信ネットワークに送信する、前記意見は
、第２の登録手続きの期間に送信される。
【請求項９】
　前記無線通信ネットワークからの前記意見をサーバーに送信するステップをさらに具備
する、請求項８の方法。
【請求項１０】
　前記無線通信装置上のソフトウエアアプリケーションの使用を監視するステップ；およ
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び
　前記使用は、所定の閾値イベントを通過したかどうかをチェックするステップ；
をさらに具備する請求項８の方法。
【請求項１１】
　前記使用をレコードに記録するステップをさらに具備する、請求項１０の方法。
【請求項１２】
　前記意見は、製造業者がユーザー意見収集サービスに加入するソフトウエアアプリケー
ションに対するものであるかどうかチェックするステップ；
　前記製造業者が加入者なら、前記意見を前記製造業者に送るステップ；
　前記製造業者が加入者でないなら、サービスの申し出を前記製造業者に送信するステッ
プ；
をさらに具備する、請求項８の方法。
【請求項１３】
　下記ステップを具備する、ソフトウエアアプリケーションのエンドユーザーから意見を
収集する方法：
　サーバーに接続する；
　前記サーバーから前記ソフトウエアアプリケーションを受信する；
　前記ソフトウエアアプリケーションを使用する；
　前記ソフトウエアアプリケーションの使用に対して閾値イベントが生じたことを検出す
る；
　前記エンドユーザーにアンケートを促す；
　前記エンドユーザーから前記意見を収集する；および
　前記意見を前記サーバーに送信する。
【請求項１４】
　無線通信ネットワークに接続するステップをさらに具備する請求項１３の方法。
【請求項１５】
　前記送信ステップは登録手続きの期間に生じる、請求項１４の方法。
【請求項１６】
　高速データネットワークに接続するステップをさらに具備する、請求項１３の方法。
【請求項１７】
　前記ソフトウエアアプリケーションの使用をレコードに記録するステップをさらに具備
する、請求項１３の方法。
【請求項１８】
　アプリケーション使用の閾値数に対して前記レコードを比較するステップをさらに具備
する、請求項１７の方法。
【請求項１９】
　前記ソフトウエアアプリケーションをレコードにインストールする特定時間を記録する
ステップをさらに具備する、請求項１３の方法。
【請求項２０】
　前記検出するステップは、前記現在の時間に対して前記インストール時間を比較するス
テップをさらに具備する、請求項１９の方法。
【請求項２１】
　前記エンドユーザーにアンケートを促すステップは、前記サーバーからのアプレットを
介して前記エンドユーザーにアンケートを促す、請求項１３の方法。
【請求項２２】
　前記促すステップは、登録手続きの期間に生じる、請求項２１の方法。
【請求項２３】
　無線ネットワークで無線装置にアプリケーションおよびデータを選択的にダウンロード
するサーバーであって、エンドユーザーがアプリケーションまたはデータをダウンロード
し、所定期間前記アプリケーションまたはデータを使用した後に前記サーバーは、無線装
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置におけるエンドユーザーから意見データを収集し、前記意見データは、前記無線ネット
ワークを介して前記無線装置によって前記サーバーに送信されるサーバー。
【請求項２４】
　エンドユーザー入力を持つためにおよび意見データをサーバーに送信するためにサーバ
ーはアプレットを無線装置に送信する、請求項２３のサーバー。
【請求項２５】
　前記サーバーは、ダウンロードされたならエンドユーザーが意見を提供することを要求
されるであろうどの供給されたアプリケーションおよびデータかを示す、請求項２３の方
法。
【請求項２６】
　前記サーバーは、前記ソフトウエアアプリケーションまたはデータを前記無線通信装置
にダウンロードするとき前記アプレットを前記無線装置に送信する、請求項２４のサーバ
ー。
【請求項２７】
　前記サーバーは、エンドユーザー意見のレコードデータベースをさらに具備する、請求
項２３のサーバー。
【請求項２８】
　実行されると、無線ネットワークと通信するコンピューターに下記ステップを実行する
ように指示する、コンピューター読み出し可能な媒体に常駐するコンピュータープログラ
ム：
　無線ネットワークで無線装置にアプリケーションを選択的にダウンロードする；
　前記アプリケーションがダウンロードされたエンドユーザーの同一性を記録する；
　前記ダウンロードされたアプリケーションに対して前記エンドユーザーが意見データを
提供することを要求する；および
　前記エンドユーザーから意見データを受信する。
【請求項２９】
　前記コンピューターに下記ステップをさらに実行するように指示する、請求項２８のプ
ログラム：
　ダウンロードされたソフトウエアアプリケーションに対してソフトウエア製造業者を識
別する；
　前記ソフトウエア製造業者が加入者であるかどうか判断する；および
　前記ソフトウエア製造業者が加入者であるなら、前記エンドユーザー意見データを前記
ソフトウエア製造業者に送信する、前記意見データはそのソフトウエア製造業者の特定の
アプリケーションに対して受信される。
【請求項３０】
　前記ソフトウエア製造業者が加入者でないなら、前記ソフトウエア製造業者にサービス
の申し出を送信するステップを前記コンピューターに実行させるようにさらに指示する、
請求項２９のプログラム。
【請求項３１】
　無線ネットワークで無線装置にアプリケーションを選択的にダウンロードする前に無線
通信ネットワークに接続するステップを前記コンピューターに実行させるようにさらに指
示する、請求項２８のプログラム。
【請求項３２】
　電子シリアル番号によって前記エンドユーザーを識別するステップを前記コンピュータ
ーに実行させることをさらに指示する、請求項２８のプログラム。
【請求項３３】
　ネットワークアドレスによって前記エンドユーザーを識別するステップを前記コンピュ
ーターに実行させることをさらに指示する、請求項２８のプログラム。
【請求項３４】
　前記ダウンロードされたアプリケーションに対してエンドユーザーに意見データを提供
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することを要求するステップは、データメッセージとして、前記エンドユーザーの無線装
置にアンケートを送信することを介して意見データを要求することである、請求項４０の
プログラム。
【請求項３５】
　前記ダウンロードされたアプリケーションに対してエンドユーザーに意見データを提供
することを要求するステップは、インスタントメッセージとして、前記エンドユーザーの
無線装置にアンケートを送信することを介して意見データを要求することである、請求項
４０のプログラム。
【請求項３６】
　前記エンドユーザーからの意見データを記録するステップを前記コンピューターに実行
させるようにさらに指示する、請求項２８のプログラム。
【請求項３７】
　前記エンドユーザーからの意見データを遠隔データベースに記録するステップを前記コ
ンピューターに実行させるようにさらに指示する、請求項３６のプログラム。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は一般にコンピューターネットワークおよび無線通信に関する。特に、この発
明は、無線ネットワーク環境において、ソフトウエアアプリケーションに関してエンドユ
ーザー意見を収集することに関する。
【背景技術】
【０００２】
　エンドユーザー意見を収集することは製品を改良するための重要な方法であり、しばし
ばより多くの市場浸透を図ることができる。伝統的に、電気製品の製造業者は、製品に関
する調査を送信し、消費者に製品を購入した理由、および製品の初期使用についての意見
を問い合わせる。しかしながら、直接的な要請方法には欠点があり、いくつかの欠点を提
示する。直接的な要請方法は、購買者がその製品を使用する重要な機会を有する前に購買
者への調査を提示し、さらに、エンドユーザーがその調査に記入した後送り返す確実性は
無い。
【０００３】
　エンドユーザー意見を収集する方法は、ソフトウエア商品とインターネットの導入によ
り変わった。購入して、インターネット接続されたコンピューターにロードされるかまた
はインターネットでダウンロードされるソフトウエアアプリケーションには、ユーザー調
査が同梱されており、時々アプリケーションは、意見と調査情報を有する電子メールを製
造業者に直接自動的に送り返す。この場合もやはり、この方法は、特定のソフトウエア商
品を購入するためのエンドユーザーの動機に関するデータのみを収集し、ソフトウエアア
プリケーション自体についてのエンドユーザーの意見を収集しない。
【０００４】
　いくつかのウエブサイトはインターネット上で消費者製品を評価し、また、そのウエブ
サイトとコンタクトを取るエンドユーザーとの相互作用を介してエンドユーザー意見を収
集する。エンドユーザーは特定の製品に関するスクリーンをアクティブにすることができ
、そしてエンドユーザーの意見を入力することができ、その意見は、そのウエブサイトを
アクセスする他のエンドユーザーに利用可能である。このやり方は、意見を入力するエン
ドユーザーの同一性を検証せず、ユーザーが実際にその製品を購入したまたは使用したこ
とを確認する方法が無いという点においていくつかの欠点を提示する。さらに、このウエ
ブサイトポーリング方法は、製造業者の積極的な活動の代わりに、エンドユーザーからの
自発性に依存する。
【０００５】
　従って、実際に製品を購入して使用したエンドユーザーから意見を積極的に収集するシ
ステムと方法を提供することは、利点があるであろう。限られた帯域幅のネットワークに
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おいて行われるなら、そのようなシステムおよび方法は、エンドユーザーに大幅なコスト
を付加すべきでない。従って、そのようなエンドユーザー意見を収集するためのシステム
と方法にこの発明は向けられている。
【発明の概要】
【０００６】
　この発明は、無線ネットワークでアプリケーションとデータをダウンロードしたエンド
ユーザーからの意見を収集するためのシステム、方法およびプログラムを開示する。シス
テムは、ユーザーが製品を購入し、所定期間使用した後で、ユーザーへのアンケートおよ
び調査を積極的に送信することにより意見データを収集し、ユーザーがアンケートおよび
調査に記入した後に、アンケートと調査をサーバーに返送する。
【０００７】
　１つの例において、システムはエンドユーザーの無線装置上に表示するためにアンケー
トアプレットを送信することができ、エンドユーザーは無線装置において意見データを入
力することができる。ユーザーが意見データを入力した後に、無線装置は、意見データを
、無線ネットワークと通信しているサーバーに送信する。無線装置がアプリケーションお
よび／またはデータをダウンロードするとき、または、無線装置が最初に無線ネットワー
クに接続し、無線ネットワーク上で位置を見つけることができるようになると、無線装置
の登録手続きの期間に、アンケートおよび意見データの送信を行うことができる。従って
、エンドユーザーへのアンケートをアップロードする処理は、ユーザーから見えないよう
にすることができ、著しく通信帯域幅を使用しない。
【０００８】
　意見データの収集は、アプリケーションまたはデータの初期ダウンロード後の期間、ア
プリケーションまたはデータが実行されまたはアクセスされた回数、または、エンドユー
ザーにアプリケーションアップグレードを問い合わせるかまたはアプリケーションパッチ
を供給するその他の間隔のようないくつかの基準に基づいて生じることができる。アンケ
ートのような意見データ収集機構がダウンロードの時点で無線装置に配備されていたなら
、エンドユーザーに意見データ入力を要求するための所定の基準がアプリケーションまた
はデータのダウンロードの時点で決定されるであろう。
【０００９】
　一実施形態において、エンドユーザーから意見データを収集した後に、サーバーは、評
価のために、意見データをアプリケーション製造業者に送ることができる。サーバーは、
この意見データ収集サービスに加入することを製造業者に要求してもよい。製造業者がサ
ービスに加入するなら、サーバーは意見データをエンドユーザーから受信した直後に製造
業者に送ることができる。製造業者が加入者でないなら、サーバーは、その製造業者の意
見データに対してエンドユーザーの意見データを受信した後、加入者になるように製造業
者を勧誘することができる。
【００１０】
　それゆえ、この発明は、有用な帯域幅を著しく消費することなく、アンケートおよび意
見データを無線通信ネットワークを送信できるという点において利点を提供する。セル方
式の電気通信ネットワークのような無線通信ネットワークに固有な安全プロトコルおよび
識別プロトコルの有利な使用は、ソフトウエア製品の実際のエンドユーザーが意見データ
の収集のためのアンケートで識別され提示されることを保証する。それゆえ、このシステ
ムと方法は、無線ネットワークでダウンロードされるアプリケーションの製造業者のため
の価値のある市場データを提供する。
【００１１】
　この発明の他の目的、利点および特徴は、以下に記載される図面の簡単な説明、発明の
詳細な説明およびクレームを校閲した後に明白になるであろう。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】図１は、通信ネットワークのアーキテクチャである。
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【図２Ａ】図２Ａは、エンドユーザー意見を収集するためのシステムの一実施形態のアー
キテクチャである。
【図２Ｂ】図２Ｂは、エンドユーザー意見を収集するためのシステムの他のアーキテクチ
ャである。
【図３】図３は、エンドユーザー意見を収集するアプレット処理のフローチャートである
。
【図４】図４は、エンドユーザー意見が最終的に取得されるソフトウエアアプリケーショ
ンを登録するためのフローチャートである。
【図５】図５は、ソフトウエアの使用を監視するためのフローチャートである。
【図６】図６は、アプリケーションを使用する遠隔装置からエンドユーザー意見を収集す
るサーバープロセスのためのフローチャートである。
【図７】図７は、アプリケーションを使用する遠隔装置からエンドユーザー意見を収集す
る他のサーバープロセスのためのフローチャートである。
【図８】図８は、収集したエンドユーザー意見を処理するためのフローチャートである。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　この記載において、「通信装置」、「無線装置」、「手持ち式の携帯電話」、および「
送受話器」は、交換できるように使用され、いくつかの図面において、類似した番号は類
似したエレメントを参照する。図１はこの発明に従って使用される通信ネットワーク１０
０を示す。通信ネットワーク１００は、無線通信ネットワーク、公衆交換電話網（ＰＳＴ
Ｎ）１１０、およびインターネット１２０を含む。
【００１４】
　無線通信ネットワークは複数の通信塔１０２を含む。各通信塔１０２は基地局（ＢＳ）
１０４および通信装置１０６を有するサービングユーザーと接続される。通信装置１０６
は携帯電話、ポケベル、ＰＤＡｓ、ラップトップコンピューター、または、無線およびセ
ル式の電気通信網を使用する手持ち式の、固定のまたは携帯の通信装置であり得る。各ユ
ーザーにより入力されるコマンドとデータはデジタルデータとして通信塔１０２に送信さ
れる。通信装置１０６を用いるユーザーと通信塔１０２との間の通信は、符号分割多元接
続８ＣＤＭＡ）、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）、移動
通信のためのグローバルシステム（ＧＳＭ）、または無線通信ネットワークまたはデータ
通信ネットワークにおいて使用してもよい他のプロトコルのような異なる技術に基づくこ
とができる。各ユーザーからのデータは通信塔１０２から基地局（ＢＳ）１０４に送信さ
れ、公衆交換電話網（ＰＳＴＮ）１１０に接続してもよい移動体通信向交換機（ＭＳＣ）
１０８に送られる。
【００１５】
　ＰＳＴＮ１１０は、ＭＳＣ１０８を介してインターネット１２０と無線通信ネットワー
クと接続される。ＰＳＴＮ１１０は、ユーザーが、ダイアルアップサービスを介してコン
ピューター１１６を用いてインターネットにアクセスするのをサポートする。ユーザーは
コンピューター１１６を使用し、電話線１１８を介してダイアルし、インターネットサー
ビスプロバイダー（ＩＳＰ）１２２にアクセスする。ＩＳＰ１２２はコンピューター１１
６のユーザーとインターネット１２０との間の接続を提供する。また、ユーザーは、デジ
タル加入者線（ＤＳＬ）、Ｔ１接続等のような高速データ接続を介してＩＳＰ１２２に直
接アクセスしてもよい。
【００１６】
　インターネット１２０は高速データネットワークのネットワークである。ユーザーは、
インターネット１２０上のハブに接続することによりインターネットに直接アクセスして
もよいしまたはインターネット１２０に接続されたＩＳＰ１２０を介してアクセスしても
よい。サーバー１１２は、インターネット１２０、ＭＳＣ１０８、またはＰＳＴＮ１１０
に直接接続してもよい。
【００１７】



(8) JP 2010-182310 A 2010.8.19

10

20

30

40

50

　図２Ａは、エンドユーザー意見を収集するためのシステムの一実施形態のアーキテクチ
ャ２００を示す。サーバー２０２は、リモートクライアント２０４、２０６および２０８
と通信するアプリケーションプログラムをサポートする。各リモートクライアントは通信
装置１０６であってよい。各リモートクライアントには、ユーザーとのインターフェース
を制御するアプリケーションアプレットがロードされる。ユーザーがソフトウエアアプリ
ケーションをダウンロードすると同時にリモートクライアントにアプリケーションアプレ
ットをダウンロードすることができる。アプリケーションアプレットはまた、リモートク
ライアントが製造されるとき、リモートクライアントの製造業者によりリモートクライア
ントにダウンロードしてもよい。
【００１８】
　アプリケーションアプレットは、ソフトウエアアプリケーションが最初に送受話器にイ
ンストールされるときを検出し、ソフトウエアアプリケーションが使用されるときを追跡
する。アプリケーションアプレットは、ソフトウエアアプリケーションが所定期間インス
トールされたか、または所定回数使用された後に、ユーザーにアンケートを促す。ユーザ
ーの意見を収集した後、アプリケーションアプレットは、上方通信メッセージ２１０を介
してサーバー２０２内のアプリケーションプログラムに返信する。
【００１９】
　サーバーとアプリケーションプログラムは、この記載において、交換できるように使用
され、リモートクライアントとアプリケーションアプレットも、この記載において交換で
きるように使用される。
【００２０】
　図２Ｂはエンドユーザー意見を収集するためのシステムの他の実施形態のアーキテクチ
ャ２５０を示す。サーバー２０２は、下方通信メッセージ２６０を介してアンケートを送
信し、上方通信メッセージ２１０を介して意見を受信する。サーバー２０２は、下方通信
メッセージにアンケートを含む。下方通信メッセージは望ましくは、送受話器１０６の電
力が増強された後の登録手続き期間に通信装置１０６にダウンロードされる。
【００２１】
　通信装置１０６は、電力が増強された後に、ローカル無線サービスプロバイダーへの登
録手続きを完了する。この登録手続きの期間に、送受話器はＭＩＮとＥＳＮを送信し、無
線通信ネットワークから通信チャネルを要求する。無線サービスプロバイダーは、ＭＩＮ
とＥＳＮを介して送受話器を認証し、ユーザーのホームロケーションレジスター(home lo
cation register)（ＨＬＲ）からユーザー情報を検索する。この登録手続きの期間に、送
受話器と無線通信ネットワークとの間で情報が送信され、アンケートおよびユーザー意見
のようなさらなる情報を、ユーザーに見えないような方法で、送受話器と無線通信ネット
ワークとの間のデータの形態で変換することができる。
【００２２】
　下方メッセージ（データ）が受信された後に、リモートクライアントは、ディスプレイ
スクリーンを介してアンケートをユーザーに促す。ユーザーがアンケートに答えた後に、
意見（答えられたアンケート）は、上方通信メッセージ（データ）２１０にセーブされサ
ーバー２０２に返送される。上方通信メッセージは望ましくは、次の登録手続きの期間に
返送される。登録手続きの期間に通信サイクルを利用することにより、これらのメッセー
ジの送信は、最小の帯域幅の消費でおよび無線時間コスト（ユーザー無線時間）無しで行
うことができる。
【００２３】
　図３は、エンドユーザー意見を収集するためのアプレットプロセス３００の一実施形態
を示す。アプリケーションアプレットは、アプレットプロセス３００が開始された後、連
続したサイクルでこのアプレットプロセス３００を実行する。アプレットは、新しいソフ
トウエアアプリケーションがクライアント２０４にインストールされたかどうかをチェッ
クする（ステップ３０２）。アプレットは、クライアント上のレジストリ(registry)をチ
ェックすることによりまたはクライアント２０４上で実行するシステムからの通知を受信
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することにより新しいソフトウエアアプリケーションをチェックする。新しいソフトウエ
アアプリケーションがインストールされたことをアプレットが検出するなら、アプレット
は、ソフトウエアアプリケーションをそのレコードデータベースに登録する（ステップ３
０４）。アプレットはまた登録されたソフトウエアアプリケーションが使用されたかどう
かチェックする（ステップ３０６）。アプレットは、クライアント２０４からの通知を受
信することにより登録されたソフトウエアアプリケーションがアクティブになったことを
検出する。登録されたソフトウエアアプリケーションがアクティブになったことをアプレ
ットが検出するなら、アプレットはその使用を監視する（ステップ３０８）。アプレット
は、カウンタを増加させることによって、またはソフトウエアアプリケーションがアクテ
ィブになる時間の長さを記録することによりその使用を監視する。
【００２４】
　図４は、図３のステップ３０４の図解である。新しいソフトウエアアプリケーションが
クライアントにインストールされたことをアプレットが検出すると、アプレットがソフト
ウエアアプリケーションについての情報を検索し（ステップ４０２）、ソフトウエアアプ
リケーションのレコードデータベースにエントリーを作成する（ステップ４０４）。ソフ
トウエアアプリケーションについての情報は、ソフトウエアアプリケーションの名前、製
造業者、インストレーション(installation)等の日付を含んでいてもよい。
【００２５】
　図５は、図３のステップ３０８の図解である。ソフトウエアアプリケーションがアクテ
ィブになったことをアプレットが検出した後に、アプレットはソフトウエアアプリケーシ
ョンを識別し（ステップ５０２）、ソフトウエアアプリケーションに対応するレコードを
レコードデータベースから検索する（ステップ５０４）。アプレットは、ソフトウエアア
プリケーションについての意見を供給するようにユーザーに要求する時刻かどうかチェッ
クする（ステップ５０６）。ユーザーがソフトウエアアプリケーションを使用した回数が
実行の閾値数またはその他の基準を超えていることを示すならアプレットは、アンケート
をユーザーに促す。その他の基準は、たとえば、アプリケーションまたはデータの初期ダ
ウンロードの後の期間の経過、アプリケーションまたはデータが実行またはアクセスされ
た回数、または、エンドユーザーにアプリケーションアップグレードを要求する、または
アプリケーションパッチを供給するようなその他の間隔である。
【００２６】
　閾値番号は、ソフトウエアアプリケーションの製造業者またはサーバー１１２上のアプ
リケーションプログラムによってあらかじめ定義することができる。基準はまたソフトウ
エア製造業者またはアプリケーションプログラムによりあらかじめ設定される時間期間で
あることができる。ソフトウエア製造業者は、例えば、１か月または少なくとも５０回ユ
ーザーがソフトウエアアプリケーションを使用した後に、ユーザー意見を収集だけするよ
うに決定してもよい。閾値番号および基準は、サーバー上のアプリケーションプログラム
を介して調節してもよい。アプレットは、閾値番号を越えたときまたは閾値イベントが生
じたときのみユーザー意見を促す。
【００２７】
　閾値番号が到達されていないことをレコードが示すなら、アプレットは、ユーザーにア
ンケートを促すことなく、レコードデータベースを更新する（ステップ５０８）。閾値番
号が到達または超えていることをレコードが示すなら、アプレットは、アンケートをユー
ザーに促し、ユーザー入力を要求する（ステップ５１０）。ユーザー入力が収集され（ス
テップ５１２）、アプレットは、サーバー内のアプリケーションプログラムに送信される
メッセージにユーザー入力（エンドユーザー意見データ）を含む（ステップ５１４）。ユ
ーザー意見を伴ったメッセージをサーバーに送信した後、アプレットは、このソフトウエ
アアプリケーションに対してさらなるアンケートが将来ユーザーに促されないようにその
テーブルを更新する。アンケートは、アプリケーションに対するなんらかの関連するデー
タを聞くことができる。例えば、ユーザーの好きなものまたは嫌いなもの、他のアプリケ
ーションをダウンロードする見込み、または、価値あるエンドユーザー意見データを収集
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するためにマーケティングにおける当業者に知られているであろう何らかの他のマーケテ
ィングの質問である。
【００２８】
　図６は、サーバー（アプリケーションプログラム）プロセス６００のためのフローチャ
ートである。サーバープロセスは、メッセージが受信されたかどうかを連続的に判断し（
ステップ６０２）、メッセージが受信されると、サーバープロセスはソフトウエアアプリ
ケーションの同一性をチェックする（ステップ６０４）。サーバーは異なるソフトウエア
アプリケーションをサポートしてもよく、受信したメッセージ内の識別情報を介して各ソ
フトウエアアプリケーションを識別してもよい。ソフトウエアアプリケーションを識別し
た後、サーバーは、ソフトウエアアプリケーションの製造業者（ベンダー）がサーバーの
サービスの加入者であるかどうかチェックする（ステップ６０６）。ソフトウエア製造業
者が加入者なら、サーバーは、意見を伴ったメッセージをソフトウエア製造業者に送る（
ステップ６０８）。ソフトウエア製造業者がサーバーのサービスの加入者でないなら、サ
ーバーは、意見をセーブし（ステップ６１０）、サービスの申し出をソフトウエア製造業
者に送信する（ステップ６１０）。
【００２９】
　図７は、他のサーバープロセス７００のためのフローチャートである。サーバープロセ
ス７００は、ソフトウエアアプリケーションをダウンロードするために、サーバーにアク
セスするためにユーザーが送受話器を使用するシステムに特に適している。サーバーは、
送受話器からメッセージを受信し、メッセージがダウンロードのための要求かどうかチェ
ックする（ステップ７０２）。ダウンロードのための要求であるなら、サーバーは、メッ
セージからユーザー識別情報を検索し（ステップ７０８）、ユーザー識別情報および要求
されたソフトウエアアプリケーションを記録する（ステップ７１０）。
【００３０】
　メッセージがソフトウエアアプリケーションをダウンロードするための要求でないなら
、サーバーは、メッセージが送受話器により送られたユーザー意見かどうかチェックする
（ステップ７１８）。メッセージがユーザー意見なら、サーバーは、ユーザー意見を処理
することに進む（ステップ７２０）。
【００３１】
　満了したタイムスタンプを伴うレコードがあるなら（ステップ７０６）、サーバーは、
満了したタイムスタンプに対してレコードデータベースをチェックする（ステップ７０４
）。サーバーは、タイムスタンプを各要求レコードと関連づけ、レコードのためのタイム
スタンプが満了すると、サーバーは、そのソフトウエアアプリケーションを要求したユー
ザーにアンケートを送信する。このタイムスタンプは、ソフトウエアアプリケーションに
ついてのユーザーの意見を聞く前に、ユーザーにそのソフトウエアアプリケーションを使
用するための十分な時間が与えられることを保証する。
【００３２】
　満了したタイムスタンプがあるなら、サーバーはレコードからユーザー情報を検索し（
ステップ７１２）、アンケートを作成する（ステップ７１４）。アンケートは、各個々の
ソフトウエアアプリケーションに合わせて調整することができ、サーバーは、レコード内
のソフトウエアアプリケーション情報に従ってアンケートを作成する。アンケートを作成
した後、サーバーはアンケートをユーザーに送る（ステップ７１６）。
【００３３】
　図８は、ユーザー意見を処理するための図７のステップ７２０の詳細図である。この処
理は図６の処理に類似する。サーバーは、ユーザー意見が適用されるソフトウエアアプリ
ケーションを識別し（ステップ８０４）、ソフトウエアアプリケーションのソフトウエア
ベンダーが加入者かどうかチェックする（ステップ８０６）。ソフトウエアベンダーが加
入者なら、サーバーはユーザー意見をソフトウエアベンダーに送る（ステップ８０８）。
ソフトウエアベンダーがユーザー意見収集サービスの加入者でないなら、サーバーは意見
をセーブし（ステップ８１０）、サービスの申し出をソフトウエアベンダーに送信する（
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ステップ８１２）。
【００３４】
　この方法は、コンピューター装置のコンピュータープラットフォーム上で実行可能であ
り、従って、ステップは、コンピューター読み出し可能媒体内に常駐するプログラムを用
いて実行可能である。この場合は、プログラムは、サーバー、またはコンピュータープラ
ットフォームを有する他のコンピューター装置にこの方法ステップを実行するように指示
する。コンピューター読み出し可能媒体は、アプリケーションダウンロードサーバー１１
２のメモリであってもよいし、または接続可能なデータベース内に存在していてもよい。
さらに、コンピューター読み出し可能媒体は、磁気ディスクまたはテープ、光ディスク、
ハードディスク、フラッシュメモリ、または技術的に知られている他の記憶媒体のような
、無線装置コンピュータープラットフォーム上にロード可能な二次記憶媒体内に存在する
ことができる。
【００３５】
　図３乃至８に関連して、この方法、例えば、通信装置１０６、またはアプリケーション
ダウンロードサーバー１１２のような、一連の機械読み出し可能命令を実行するための無
線ネットワークの部分（複数の場合もある）を動作することにより実行してもよい。命令
群は、種々のタイプの信号を保有するまたはデータ記憶一次、二次、または三次媒体に存
在することができる。媒体は、例えば、無線ネットワークの構成要素によってアクセス可
能な、または構成要素内に存在するRAM（図示せず）から構成されていてもよい。RAM、デ
ィスケット、または他の記憶媒体に含まれていようとなかろうと、命令群は、DSADストレ
ージ（例えば、一般的な「ハードドライブ」またはRAIDアレイ）、磁気テープ、電子リー
ドオンリーメモリー（例えば、ROM、EPROM、またはEEPROM）、フラッシュメモリカード、
光記憶装置（例えば、ＣＤ－ＲＯＭ、ＷＯＲＭ、ＤＶＤ、デジタル光学テープ）、紙「パ
ンチ」カード、またはデジタルおよびアナログ送信媒体を含む他の適切なデータ記憶媒体
のように、種々の機械読み出し可能なデータ記憶媒体に記憶してもよい。
【００３６】
　従って、このシステムと方法は、無線通信環境においてエンドユーザー意見を収集する
ための効率的な方法を提供する。以下は、ユーザーが自分の携帯端末通信装置のためのソ
フトウエアアプリケーションをダウンロードする際の例示使用シナリオの記述である。ユ
ーザーは、自己の送受話器を使用してサーバー１１２にダイアルし、自己の送受話器１０
８のためのカレンダーアプリケーションをダウンロードしてもよく、ユーザーは、これを
、サーバー１１２内のアプリケーションプログラムに関連する番号をダイアルすることに
より行ってもよい。送受話器１０８からの呼は通信塔１０２により受信され、基地局１０
４を通過して、ＭＳＣ１０８により処理される。ＭＳＣ１０８は、呼をサーバー１１２に
送る。サーバー１１２は、ＭＳＣ１０８またはインターネット１２０に接続してもよい。
【００３７】
　サーバー１１２は、呼をユーザーから受信しアプリケーションプログラムをアクティブ
にする。アプリケーションプログラムは、ユーザーのＭＳＮおよび／または送受話器１０
８に関連するＥＳＮによりユーザーを識別する。アプリケーションプログラムは、ダウン
ロードのために利用可能なソフトウエアアプリケーションのリストを表示し、エンドユー
ザーは、例えばダウンロードのためにカレンダーアプリケーションを選択する。サーバー
は、ソフトウエアアプリケーション（カレンダーアプリケーション）を送受話器１０８に
送信する。サーバーは、送受話器にダウンロードするためにアプレットを含むことができ
、次にアプレットは、ソフトウエアアプリケーションの使用を監視するであろう。アプレ
ットは、送受話器の製造業者によりインストールしてすでに送受話器に存在させておくこ
ともできる。アプレットは、あらかじめ定義された期間または所定の回数、エンドユーザ
ーがソフトウエアアプリケーションを使用した後でソフトウエアアプリケーションについ
ての意見をエンドユーザーに促す履行能力があるであろう。
【００３８】
　エンドユーザー意見データを収集した後、アプレットは、次の登録期間の間に、エンド
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ユーザー意見データを、無線通信ネットワークを介して、サーバーに返信し、その送信が
ユーザーに見えないようにする。ＭＳＣ１０８が送受話器からエンドユーザー意見データ
を受信すると、ＭＳＣ１０８は、送受話器から受信した埋め込み情報を介してあて先とし
てサーバー１１２を識別し、エンドユーザー意見データをサーバー１１２に送る。
【００３９】
　サーバー１１２は、エンドユーザー意見データを受信し、ソフトウエアアプリケーショ
ンを識別する。サーバー１１２は、ソフトウエアアプリケーションおよびその製造業者を
識別し、ソフトウエア製造業者がユーザー意見収集サービスに加入したかどうかチェック
する。ソフトウエア製造業者が加入者なら、サーバーは、ソフトウエア製造業者の命令に
従ってソフトウエア製造業者にユーザー意見を送るかまたはユーザー意見を処理する。ソ
フトウエア製造業者が加入者でないなら、サーバーは、いくつかのユーザー意見がサーバ
ーにより受信されたという表示をしてソフトウエア製造業者にサービスの申し出を送信す
る。
【００４０】
　代わりの実施の形態において、サーバー１１２は、ソフトウエアアプリケーションをハ
ンドセットに送信するときアプレットを含まない。その代わり、サーバー１１２は、ハン
ドセット１０６からの呼に関連する自動番号識別（ＡＮＩ）から得られたユーザー情報を
記録する。サーバー１１２はまた、ユーザーにより要求されるソフトウエアアプリケーシ
ョンおよびユーザーの要求に関連するタイムスタンプを記録する。満了されたタイムスタ
ンプが発見されると、サーバー１１２は、ソフトウエアアプリケーションと、満了したタ
イムスタンプに関連するユーザーを識別する。サーバー１１２は、アンケートを伴うアプ
レットを作成し、ユーザー情報を伴うアプレットをＭＳＣ１０８に送信する。ＭＳＣ１０
８は、ユーザーによる次の登録要求までアプレットを送らない。
【００４１】
　ユーザーがＭＳＣ１０８から登録を要求すると、送受話器はＭＳＮとＥＳＮにより自身
を識別する。次に、ＭＳＣ１０８は、登録手続きの期間に、アンケートを伴うアプレット
を検索し、送受話器に送信する。
【００４２】
　送受話器がアプレットを受信した後に、アプレットはユーザーに意見を促す。アプレッ
トは意見を収集し、次の登録手続きにおいて、サーバー１１２に返信する。サーバー１１
２は、上述したと同様の方法でユーザー意見を処理する。
【００４３】
　それゆえ、このシステムと方法は、移動通信サービスプロバイダーおよび他の独立した
ソフトウエアサービスプロバイダーに対し新しい財源を作る。ユーザー意見収集サービス
は、申し込みによりまたは配信される意見ごとに請求することができる。このシステムは
、インターネットまたはＰＳＴＮに接続された計算装置上で実行されるソフトウエアアプ
リケーションを容易に実行することができる。計算装置上のユーザーの場合、サーバー１
１２は、ユーザーのｅメールアドレスまたはネットワークアドレス（ＴＣＰ／ＩＰアドレ
ス）によりユーザーを識別する。サーバーは、ユーザーが特定のウエブサイトを訪問する
ようにユーザーを案内するｅメールをユーザーに送信することによりまたはｅメール自身
に応答することによりユーザー意見を収集する。また、サーバーは、インスタントメッセ
ージングサービス(instant messaging services)を介してユーザーと通信してもよい。
【００４４】
　この発明は、特に好適実施形態を参照して図示し、記載したけれども以下のクレームに
記載されるこの発明の精神と範囲を逸脱することなく形態および細部における種々の変更
を行ってもよいことは当業者により理解されるであろう。さらに、この発明のエレメント
は単数で記載またはクレームしてもよいけれども、単数への限定が明白に述べられていな
い限り、複数を意図している。
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【図１】 【図２Ａ】

【図２Ｂ】
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【図５】 【図６】

【図７】 【図８】
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【手続補正書】
【提出日】平成22年3月10日(2010.3.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線通信装置を用いて、無線通信ネットワーク上のエンドユーザーからの意見を収集す
るための方法において、
　前記無線通信装置の識別情報を送信することと、前記無線通信装置に対する認証とを含
む、前記無線通信ネットワークを介した通信のための前記無線通信装置の前記無線通信ネ
ットワークへの登録手続きである第１の登録手続きの間に、前記無線通信装置がアンケー
トを含む第１のメッセージを受信するステップと、
　前記無線通信装置が、ディスプレイスクリーン上で前記エンドユーザーに前記アンケー
トを促すステップと、
　前記第１の登録手続きの後の別の前記登録手続きである第２の登録手続きの期間に、前
記無線通信装置が前記アンケートの意見を含む第２のメッセージを前記無線通信ネットワ
ークへ送信するステップと、
　を含む方法。
【請求項２】
　前記意見は、前記無線通信ネットワークからサーバーに送信される、請求項１に記載の
方法。
【請求項３】
　ユーザー意見収集サービスに加入している、前記第２のメッセージ内の識別情報から識
別されるソフトウェアアプリケーションの製造業者へ、前記サーバーが、前記意見を送信
するステップと、
　ユーザー意見収集サービスに加入していない前記製造業者へ、前記サーバーが、前記サ
ービスの申し出を送信するステップと、
　をさらに含む、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記無線通信装置が、前記無線通信装置上の前記ソフトウェアアプリケーションの使用
を監視するステップと、
　前記無線通信装置が、前記ソフトウェアアプリケーションの使用が予め定められた閾値
を超えているかどうかをチェックするステップと、
　をさらに含み、
　前記アンケートを促すステップは、前記使用が前記閾値を超えているとき、ディスプレ
イスクリーン上で前記エンドユーザーに前記アンケートを促す、
　請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記監視するステップは、前記無線通信装置が、前記使用をレコードに記録するステッ
プを含む、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　コンピュータを、無線ネットワークと通信するサーバーとして機能させるためのプログ
ラムであって、
　コンピュータを、
　前記無線ネットワークを介して、無線装置からのソフトウェアアプリケーションのダウ
ンロードを要求する第１のメッセージを受信する手段、
　前記無線ネットワークを介して、前記ソフトウェアアプリケーションを前記無線装置に
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ダウンロードする手段、
　前記第１のメッセージから、前記無線通信装置のユーザー識別情報と前記要求されたソ
フトウェアアプリケーションを記録する手段、
　前記無線ネットワークを介して、前記無線装置からの前記ソフトウェアアプリケーショ
ンに対する意見データを含む第２のメッセージを受信する手段、
　サービスの加入者である、前記第２のメッセージ内の識別情報から識別される前記ソフ
トウェアアプリケーションの製造業者に、前記意見データを送信する手段、
　として機能させるためのプログラム。
【請求項７】
　コンピュータを、さらに、
　前記加入者でない前記製造業者に、前記サービスの申し出を送信する手段、として機能
させる請求項６に記載のプログラム。
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